
お知らせ

職種 業務内容 必要な
資格等

基本的な
勤務形態 主な勤務場所 募集人員

（予定） 報酬

滞納整理
事務

エクセル・ワードで
のデータ入力。書類
の作成・整理など。

無
月14日

（平日８時30分
～16時30分）

税務課 １ 月額
80,000円

図書館
司書 図書館サービス業務 司書資格 月17日

（土日祝勤務有）
三日月館

（ドゥイング三日月） 1 月額
153,500円

 総務課（西館２階）  【担当】空閑・村岡　☎３７・６１１２

小城市職員採用試験の日程が決まりました

採
用
職
種

　
一
般
事
務
、
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
、
保
健
師
、
診
療
放
射

線
技
師

第
一
次
試
験

市
町
等
職
員
採
用
統
一
試
験

・
試
験
日　
９
月
２０
日
㈰

・
試
験
会
場

　
県
立
佐
賀
工
業
高
等
学
校

第
二
次
試
験

　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
、
後

日
通
知
し
ま
す
。

※�

受
験
手
続
、
受
験
資
格
、
申

込
期
間
な
ど
、
詳
細
は
広
報

『
さ
く
ら
』
８
月
号
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 ・滞納整理事務に関すること：税務課（西館１階）　【担当】嘉村・福田　☎37・6104
・図書館司書に関すること：市民図書館三日月館  【担当】武富・桺川　☎72・4946

小城市嘱託職員を募集します

〈
滞
納
整
理
事
務
〉

雇
用
期
間

　
8
月
1
日
～
平
成
２８
年
3
月
31
日

居
住
要
件　
市
内
在
住
者

受
付
期
間　
6
月
29
日
㈪
～
7
月
10
日
㈮

申
込
先

〒
８
４
５

−
８
５
１
１

（
市
役
所
専
用
番
号
）

税
務
課　
納
税
対
策
係　
宛

〈
図
書
館
司
書
〉

雇
用
期
間

　
８
月
１
日
〜
平
成
28
年
3
月
３１
日

（
勤
務
成
績
良
好
の
場
合
、
継
続
雇
用

有
。
最
長
５
年
）

受
付
期
間　
６
月
２５
日
㈭
～
７
月
８
日
㈬

申
込
先

〒
８
４
５

−

０
０
２
１

小
城
市
三
日
月
町
長
神
田
１
８
４
５
番
地

市
民
図
書
館
三
日
月
館　
宛

共
通
事
項

　
写
真
を
添
付
し
た
市
販
の
履
歴
書
を
担

当
課
へ
持
参
ま
た
は
、
封
筒
の
表
に
「
履

歴
書
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
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10
月
か
ら
、
住
民
の
方
一
人
一

人
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
（
12
桁

の
個
人
番
号
）が
通
知
さ
れ
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

も
ら
え
る
の
？
日
本
国
籍
の
人
だ

け
？

　
出
生
届
を
提
出
し
、
住
民
票
が

作
成
さ
れ
た
時
か
ら
も
ら
え
ま

す
。
日
本
に
住
所
を
有
し
て
い
る

全
て
の
住
民
が
対
象
に
な
る
た

め
、
年
齢
に
関
係
な
く
番
号
が
通

知
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
は
中
長
期
在
留
者

や
特
別
永
住
者
な
ど
の
外
国
人
の

方
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
な
お
、
10
月
の
時
点
で
日
本
に

住
民
票
が
な
い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
指
定
が
さ
れ
ま
せ
ん
。
住

民
票
が
作
成
さ
れ
れ
ば
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
指
定
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
外
国
籍
で
も
住
民
票
の
あ
る
方

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
指
定
さ

れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
数
字
は
誕
生
日

が
い
い
な
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
数
字
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
原
則
と
し
て
数
字
を
変

更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏

え
い
し
て
不
正
に
用
い
ら
れ
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
は
、
本
人
の
申
請

ま
た
は
市
長
の
職
権
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱

う
際
に
気
を
付
け
る
こ
と
は
何
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
利
用
す
る
番
号
で
す
。
紛

失
し
た
り
、
漏
え
い
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　
法
律
や
条
例
で
決
め
ら
れ
て
い

る
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の

手
続
き
で
行
政
機
関
や
勤
務
先
な

ど
に
提
示
す
る
以
外
は
、
む
や
み

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に
教
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
の
手
続
き
の
パ
ス
ワ
ー
ド
な

ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
こ
と

も
避
け
て
く
だ
さ
い
。

何
で
も
情
報
が
筒
抜
け
に
な
る

の
？

　
今
ま
で
各
機
関
で
管
理
し
て
い

た
個
人
情
報
は
引
き
続
き
当
該
機

関
で
管
理
し
て
も
ら
い
、
必
要
な

情
報
を
必
要
な
時
だ
け
や
り
と
り

す
る
「
分
散
管
理
」
の
仕
組
み
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
も
と
に
特
定
の
機
関
に
共

通
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る

こ
と
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
個
人
情

報
が
ま
と
め
て
漏
れ
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
り
す
ま
し
が
不
安
だ
な
…

　
海
外
（
ア
メ
リ
カ
・
韓
国
）
の

な
り
す
ま
し
の
事
案
は
、
番
号
の

み
で
の
本
人
確
認
や
、
番
号
に
利

用
制
限
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
の
番
号
制
度
で
は
、
厳
格

な
本
人
確
認
の
義
務
付
け
や
、
利

用
範
囲
を
法
律
で
限
定
し
て
い
ま

す
。

 総務課（西館２階）  【担当】鮎川・大坪　☎３７・６１１２

ご存じですか？マイナンバー制度　〜 vol.２ 〜 小城市ホームページから
検索マイナンバー

通知カード（案）質
問
１

回
答

回
答

質
問
３

回
答

質
問
４

回
答

回
答

質
問
５

マイナンバー制度に対するお問い合わせは、☎0570・20・0178（全国共通ナビダイヤル）
平日９時30分～17時30分（土日祝日・年末年始を除く）※ナビダイヤルは通話料がかかります。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
」

見本

質
問
２

7 小城市広報 2 0 1 5年7月号



お知らせ

　
８
月
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
と
き
に
、
利
用
者

が
支
払
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

　
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
第

１
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
が

２
割
に
な
り
ま
す
。

　
７
月
中
旬
に
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ
負

担
割
合
を
記
載
し
た
「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」
を
発
送
し
ま

す
。

※�

合
計
所
得
金
額
と
は
、
収
入

か
ら
公
的
年
金
控
除
や
給
与

所
得
控
除
、
必
要
経
費
を
控

除
し
た
後
で
、
基
礎
控
除
や

人
的
控
除
な
ど
を
控
除
す
る

前
の
所
得
金
額
で
す
。

平成27年８月からの利用者負担割合

第２号被保険者（40歳以上65歳未満） １割
第
１
号
被
保
険
者

（
６５
歳
以
上
）

本人の合計所得金額が160万円未満 １割

本人の合計所得
金額が160万円
以上

同一世帯の第１号被保険者の年金収入
＋その他の合計所得金額が

単身は280万円未満 １割

２人以上は346万円未満 １割

一定以上所得者（上記以外の場合） ２割

　
皆
さ
ん
に
市
内
で
活
動
す
る

市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
広
く

公
開
し
、
こ
れ
か
ら
市
民
活
動

を
始
め
よ
う
と
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
な
る
よ
う
『
市
民
活

動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し

ま
す
。

「
団
体
の
活
動
内
容
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
「
一

緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し

た
い
」
団
体
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
と
は

　
営
利
目
的
で
は
な
く
、
社
会

的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市

民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
行

う
活
動
で
す
。
ま
た
、
特
定
の

個
人
の
た
め
で
は
な
く
多
く
の

皆
さ
ん
の
た
め
の
活
動
の
こ
と

で
す
。

登
録
で
き
る
団
体

　
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、

市
内
で
市
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
る
団

体
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
）

※�

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
目

的
と
し
た
活
動
団
体
を
除
き

ま
す
。

登
録
方
法

「
登
録
票
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
会
則
な
ど
を
添
付

し
、
上
記
申
し
込
み
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
票
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

内
容
審
査
後
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

小城市ホームページから
検索市民活動ガイドブック

 ・企画政策課（西館２階）  【担当】池田・熊谷　 　 　☎３７・６１１５
・CSO市民活動センター ようこそ（小城公民館内）　☎７２・３５６６

市民活動を応援します！団体の活動をPRしませんか？

 ・高齢障がい支援課（西館１階）  【担当】野田・原田　☎37・6108
・佐賀中部広域連合　給付課　　　　　　　　　　　　☎40・1134

介護保険サービス利用料の負担割合が変わります
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 市民図書館　三日月館�
【担当】武富・鍵山　☎72・4946

小城のお宝めぐりバスツアー
第３弾

「
株
式
会
社
牛
津
蒲か
ま

鉾ぼ
こ

」

「
牛
津
会
館
・
牛
津
赤
れ
ん

が
館
」
「
小
城
市
立
歴
史
資

料
館
」
の
見
学
を
し
ま
す
。

日
時　
7
月
28
日
㈫　

　
８
時
４０
分
〜
１２
時
３０
分

（
予
定
）

対
象
者

　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

定
員　
30
人

　
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

　
７
月
３
日
㈮
～
12
日
㈰

参
加
費　
無
料

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

「
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル　

高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
夏
の
交
通

安
全
県
民
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

期
間　

　
７
月
８
日
㈬
〜
17
日
㈮

　
こ
の
期
間
中

は
、
以
下
の
５

点
を
重
点
目
標

に
交
通
安
全
運

動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通

事
故
の
防
止
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

１　
子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
交
通
事
故
防
止

２　
追
突
事
故
の
防
止

３　
横
断
歩
道
上
に
お
け

　
る
交
通
事
故
の
根
絶

４　
自
転
車
の
安
全
利
用

　
の
推
進

５　
飲
酒
運
転
の
根
絶

 社会福祉課（西館１階）  【担当】南里・鮎川　☎37・6107

第十回特別弔慰金支給のお知らせ

　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
に
対
し
て
、
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
4
月
1
日
（
基
準

日
）
に
、
「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
方（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

に
支
給
し
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で

１
、�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、�

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※�
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番

が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
、�

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦

没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り

ま
す
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の

記
名
国
債

請
求
期
間

　
７
月
１
日
〜

�

平
成
３０
年
４
月
２
日

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十

回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

請
求
窓
口

　
社
会
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

 防災対策課（西館２階）�
【担当】右近・栗原　☎３７・６１１9

夏の交通安全県民運動
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お知らせ

〜新しい保険証を７月１３日（月）から順次発送します！〜

〜医療費が高額になりそうなとき〜

 国保年金課（西館１階）  【担当】相浦・野田　☎37・６１０１

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入
している皆さんへ

各種保険証 旧 新

国保
一般 ねずみ色 うぐいす色

退職 桃色 黄色

後期高齢 橙色 水色

見本
保険証の有効期限は7月31日です

　今お持ちの保険証は、平成2７年７月31日が
有効期限です。期限が切れた後は、裁断するな
どして破棄してください。新しい保険証は、７
月中に【簡易書留】でお届けしますので、８月
以降にご使用ください。保険証の色は左記のよ
うに変わります。

《お願い》
　新しい保険証が届いたら、住所・氏名・性別・
生年月日の確認をお願いします。記載内容に誤
りがある場合は、ご連絡ください。

　「限度額適用認定証」を医療機関に提示すると、入院や高額な外来を受診する時の窓口負担が自己負担
限度額までになります。　※�限度額は、世帯の所得によって異なります。

　社会保険や建設国保などの加入・喪失手続
きは、会社が行ってくれますが、国民健康保
険の喪失手続きは行ってくれません！
　手続きをしないと、社会保険料と国保税を
二重に支払うことになります。次のものを持
参し、国保年金課で手続きをしてください。

　８月以降に限度額適用認定証を利用される
方は、手続きが必要です。  印かんを持参し、
国保年金課で手続きを行ってください。
※�国保税に滞納がある場合は発行できません。
※�前期高齢者（７０〜７５歳未満）の方は、世帯によっ
て限度額適用認定証が必要でない場合がありま
すので、まずは、お問い合わせください。

　現在、限度額適用認定証をお持ちの方は、更新手
続きの必要はありません。
　８月以降も住民税非課税世帯に該当すれば、新し
い認定証を保険証と一緒に７月中に送付します。
※�現在お持ちでない方で、住民税非課税世帯の方には、申
請により交付を行います。申請者（記入される方）の印
かんを持参し、国保年金課で手続きを行ってください。

国民健康保険の方

あなたは２つの保険資格（国民健康保険と社会保険など）を持っていませんか？

後期高齢者医療の方

気をつける

でござる！

・加入した健康保険の保険証
　（扶養家族分も）
・国保の保険証
　（切り替えた方全員分）
・印かん
　（朱肉を使うもの）
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保
険
料
（
平
成
２７
年
度
の
保
険
料

は
月
額
１
５
、５
９
０
円
）
を
納
め

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に

は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

の
納
付
が
免
除
（
ま
た
は
猶
予
）
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※�

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

放
置
す
る
と
年
金
を
受
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
免
除
申
請

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

免
除
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
３０
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

特
例
が
認
め
ら
れ
た
学
校
（
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
）
の
学

生
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

※�

①
～
③
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１

か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請（
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅

れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
基
礎
年

金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

《
上
記
①
②
を
申
請
す
る
方
》

・
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※�

平
成
２６
年
中
の
所
得
の
申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
申
請
の
受
付
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
は
所
得
の
申
告
を
終
え
て

　
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

（
申
請
者
の
配
偶
者
や
世
帯
主
が
未

　
申
告
の
場
合
も
同
様
で
す
）

《
上
記
③
を
申
請
す
る
方
》

・
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・�

学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証

明
書

《
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度
》

　
免
除
な
ど
の
申
請
を
す
る
年
度
ま

た
は
前
年
度
に
退
職
（
失
業
）
し
た

方
は
「
特
例
免
除
制
度
」
を
利
用
で

き
ま
す
。
こ
の
特
例
制
度
は
、
退
職

さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、退
職
さ
れ
た
方
以
外
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免

除
な
ど
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

特
例
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

　
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
）
の

写
し
。

※�

公
務
員
の
方
は
退
職
辞
令
の
写
し

で
可
。

申
請
場
所　

　
国
保
年
金
課
（
西
館
１
階
）

 国保年金課（西館１階）  【担当】梅木・相浦　☎３７・６１０１

国民年金保険料免除制度の活用を！

免除と未納の違い

全額免除 一部免除※ 若年者納付猶予
学生納付特例 未納

障害・遺族基礎年金の受給資
格期間に計算されるか？ ○ ○ ○ ×

老齢基礎年金の受給資格期間
に算入されるか？ ○ ○ ○ ×

老齢基礎年金の年金額に
反映されるか？ ○ ○ × ×

※一部免除は、一部免除保険料を納付しなければ未納扱いとなります。

平成２７年７月〜平成２８年６月
分の国民年金保険料免除など
の申請受付を、７月１日（水）
から始めます。

11 小城市広報 2 0 1 5年7月号



お知らせ

 高齢障がい支援課（西館１階）�
【担当】真島・中野　☎３７・６１０8

 高齢障がい支援課（西館１階）�
【担当】福岡・中野　☎３７・６１０8

療育キャンプなど参加助成
事業

「重度心身障害者 医療費助成
受給資格者証」の更新

　
更
新
手
続
き
の
場
所
と
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
城
町
の
対
象
者

・
場
所　
小
城
公
民
館

　
７
月
９
日
㈭
・
１０
日
㈮

芦
刈
町
の
対
象
者

・
場
所　
あ
し
ぱ
る

　
７
月
14
日
㈫

牛
津
町
の
対
象
者

・
場
所　
牛
津
公
民
館

　
７
月
16
日
㈭

三
日
月
町
の
対
象
者

・
場
所　

　
小
城
市
役
所　
西
館
１
階

　
７
月
22
日
㈬
・
２3
日
㈭

受
付
時
間　
９
時
〜
17
時

※�

指
定
日
に
手
続
き
が
で
き

な
い
方
は
７
月
６
日
㈪
以

降
に
高
齢
障
が
い
支
援
課

障
が
い
者
支
援
係
で
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
者
に
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

　
親
の
会
な
ど
が
主
催
す
る

宿
泊
を
伴
う
療
育
キ
ャ
ン
プ

へ
の
参
加
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
の
身
体

障
が
い
者
（
児
）
ま
た
は
知

的
障
が
い
者
（
児
）

助
成
額　
１
人
１
泊
に
つ
き

３
、０
０
０
円
を
限
度
と
し
、

実
支
出
額
と
比
較
し
て
少
な

い
方
の
額

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・�

キ
ャ
ン
プ
実
施
要
領
な
ど

（
主
催
者
、
実
施
期
間
、

参
加
費
が
わ
か
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
）

・�

キ
ャ
ン
プ
参
加
申
込
書

（
キ
ャ
ン
プ
申
し
込
み
後

の
控
え
な
ど
）

※�

参
加
さ
れ
る
前
に
、
決
定

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
定

を
さ
れ
て
い
る
方
は
早
め

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 社会福祉課（西館１階）�
【担当】南里・鮎川　☎３７・６１０７

買い物支援協力店
を募集します！

　
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
見
守

り
と
買
い
物
支
援
の
充
実
を

目
的
と
し
て
「
買
い
物
支
援

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

協
力
店
の
種
類

・
お
と
ど
け
店

（
訪
問
支
援
型
）

　
商
品
の
配
達
や
出
張
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
た
だ
け

る
お
店

・
よ
り
ど
こ
ろ
店

（
店
内
配
慮
型
）

　
店
内
で
の
補
助
や
購
入
品

の
車
ま
で
の
運
搬
な
ど
の
配

慮
を
し
て
い
た
だ
け
る
お
店

条
件

・
店
頭
に
「
協
力
店
の
表
示
」

・�

福
祉
施
策
へ
の
協
力
（
訪

問
時
の
声
か
け
な
ど
）

募
集
期
限　
８
月
３１
日
㈪

小城市ホームページから
検索買い物支援

 健康増進課（西館１階）�
【担当】原田・南里　☎３７・６１０６

子宮がん検診の指定
医療機関が増えました

　
新
た
に
、
小
城
市
の
子
宮

が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）
の

指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
大お

お

隈く
ま

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
江
北
町
）が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
子
宮
が
ん
は
、
２０
歳
～
３０

歳
代
の
若
い
世
代
で
急
増
し

て
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
健
康
と
大
切
な

子
宮
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
２０
歳
以
上
の
女
性

受
診
料
金　
１
、７
０
０
円

※�

た
だ
し
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
お
持
ち
の
方
、
後
期

高
齢
者
医
療
加
入
者
、
生

活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
。

持
参
す
る
も
の

　
保
険
証
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
（
対
象
者
の
み
）

小城市ホームページから
検索子宮がん検診
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有
機
農
業
を
促
進
す
る
た
め
、

市
内
在
住
の
方
が
左
記
の
畜
産
農

家
か
ら
た
い
肥
を
購
入
し
、
農
園

な
ど
に
使
用
し
た
場
合
、
購
入
金

額
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

（
上
限
額
は
年
間
３
万
円
／
１
世

帯
当
り
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
領
収
書

②�

た
い
肥
を
撒
い
た
様
子
が
確
認

で
き
る
写
真

※�

写
真
は
現
像
し
た
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

③
振
込
み
先
の
通
帳

④
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

申
請
に
際
し
て
の
注
意
事
項

○�

た
い
肥
を
撒
き
終
え
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
購
入
だ
け
で
は
補
助
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
）

○�

事
業
実
施
し
た
年
度
内
に
申
請
が

な
け
れ
ば
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○�

た
い
肥
を
撒
い
た
全
て
の
地
名
・

地
番
・
面
積
を
申
請
書
へ
記
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口

・
農
林
水
産
課
（
東
館
１
階
）

・
市
民
課
各
出
張
所
窓
口

たい肥供給者一覧

 農林水産課（東館１階）  【担当】古賀・江頭　☎37・6125たい肥投入補助事業

氏名 畜種 住所 電話番号

川久保　悟 牛 小城町畑田
1427番地１ ☎72・5589

大石　建吾 牛 小城町岩蔵
5789番地１

☎73・2686（牛舎）
☎72・4592（自宅）

諸隈　健次 牛 小城町岩蔵
5762番地

☎72・3321（牛舎）
☎72・5274（自宅）

津城恵美子 豚 小城町畑田
73番地１

☎73・4603（豚舎）
☎73・4403（自宅）

野村畜産
（野村　秀利） 豚

小城町岩蔵
6533番地５ ☎73・3169

森　登志彦 牛 三日月町
三ヶ島482番地 ☎73・3695

溝口　琢磨 牛 三日月町
久米619番地 ☎73・2905

江口畜産
（松浦　厚） 牛 牛津町下砥川

620番地７ ☎66・2751

森永　公一 牛 芦刈町芦溝
579番地 ☎66・3013

 建設課（東館１階）  【担当】西田・永田　☎37・6120

河川等モニタリングカメラを活用ください

　
市
内
の
河
川
や
排
水
機
場
を

中
心
に
、
緊
急
時
な
ど
の
対
応

を
支
援
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
右

側
に
あ
る
「
小
城
市
水
害
監
視

カ
メ
ラ
」
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ー
ジ
内

の「
防
災
カ
メ
ラ
一
覧
」や「
マ

ル
チ
モ
ニ
タ
画
面
」
で
、
現
在

の
河
川
な
ど
の
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
図
上
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
す
と
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
カ

メ
ラ
設
置
箇
所
の
拡
大
画
面
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。

《
携
帯
電
話
で
も
画
像
を

�

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
》

①�

携
帯
電
話
の
バ
ー
コ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
ま
す
。

②�

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
表
示
さ
れ
る
の

で
、
決
定
ボ
タ
ン
を
押
し
接

続
し
ま
す
。

③
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

〔市ホームページ〕

ココを
クリック
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お知らせ

　
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、

佐
賀
県
農
業
公
社
（
農
地
中
間

管
理
機
構
と
し
て
佐
賀
県
か
ら

指
定
）
が
、
出
し
手
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
て
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
地
の
集
約
化
を
す
る

担
い
手
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
地
の
有
効
利
用
や

農
地
利
用
の
効
率
化
を
進
め
て

い
く
も
の
で
す
。

農
地
の
借
り
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方

　
農
業
公
社
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
佐
賀
県
農
業
公
社

　
☎
２０
・
１
５
９
０

募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈬
〜
８
月
７
日
㈮

※�

土
、
日
、
祝
日
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

農
地
の
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方

　
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
随
時

借り受け 貸し付け

農
地
中
間
管
理
事
業
の
し
く
み

出し手 受け手

高齢で農業を続けられ
ないなぁ…。

信頼できる人に農地を
預けたいなぁ…。

経営規模を拡大したい。
農地の団地化を進めたい。

集落営農組織などの
強化をしたい。

佐賀県農業公社（農地中間管理機構）

県、市町、農業
団体などと一体
となって、事業
の着実な推進に
取り組みます。

県・市町
JA など

連携
協力

 農業委員会事務局（東館２階）  【担当】西村・久原　☎３７・61２６

農地中間管理事業を利用しませんか 小城市ホームページから
検索農地中間管理事業

 総務課（西館２階）�
【担当】高塚・柿本　☎３７・６１１３

 総務課（西館２階）�
【担当】大坪・鮎川　☎３７・６１１２

「ｉ広報紙」で広報
『さくら』を配信中です

小城市総合教育会議を
開催しました

　
４
月
２８
日
㈫
に
市
長
と
教

育
委
員
の
６
人
で
構
成
す
る

「
小
城
市
総
合
教
育
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
教
育
委
員
制

度
に
伴
い
教
育
行
政
に
お
け

る
責
任
の
明
確
化
と
迅
速
な

危
機
管
理
体
制
の
構
築
や
市

長
と
の
連
携
を
強
く
す
る
た

め
に
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
１
回
目
は
、
総
合
教

育
会
議
の
運
営
方
針
や
教
育

大
綱
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、
江
里
口
市

長
は
、
「
市
長
部
局
と
教
育

委
員
会
部
局
が
一
丸
と
な
っ

て
小
城
市
の
教
育
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
回
は
、

秋
ご
ろ
の
開

催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
あ
ま
り
広
報
紙
を

読
ん
で
い
な
い
方
、
仕
事
で

忙
し
い
方
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

も
っ
と
活
用
し
た
い
方
な
ど

も
、
ア
プ
リ
「
ｉア

イ

広
報
紙
」

を
利
用
し
て
簡
単
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
広
報
『
さ

く
ら
』
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

小城市ホームページから
検索ｉ広報紙

アプリで読むには
①�App Store、Google Playか

ら「ｉ広報紙」を検索し、
ダウンロード。

▼
②�居住地を「小城市」に設定

します。
　これで設定完了です。

▼
③�毎月20日に

広報『さく
ら』最新号
を自動的に
配信します。
QRコードからもダウンロードできます▲

▲総合教育会議の様子
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 生涯学習課（東館２階）  【担当】円城寺・南里　☎37・6132

「小城市　少年・少女スポーツ活動の指針」
を策定しました！

小城市ホームページから
検索少年・少女スポーツ活動の指針

　少年・少女スポーツ活動の指導者および保護者に対してアンケートを実施し、子どもたちが本来あるべき姿
勢や、子どもたちに密接にかかわるスポーツの指導者・保護者などが指導上配慮すべき基本的事項について小
城市社会教育委員の会議でまとめました。

小城市　少年・少女スポーツ活動の指針　５か条
～指導者も　親も地域も学校も～

一、�生活のバランスと指導内容の
　　あり方

　運動生理学に基づき、発達年齢に応じた
指導内容や練習時間に努め、子供の生活バ
ランスが保たれるよう、適切な活動計画を
取り入れるように心がけましょう。
（第３日曜日は、「家庭の日」です。活動
を休止し、完全休養を取りましょう）

一、�関係者同士の信頼関係構築
　スポーツ活動は、関係者同士の良好な信
頼関係により、よりスムーズで活発となり
ます。指導者と保護者の間または保護者間
相互においては、常にコミュニケーション
をとり信頼関係を築きましょう。

一、健康状態への気配り
　「早寝・早起き・朝ごはん」を基本とし、
練習前後の体調や熱中症への対応など子
供の心身および健康
状態に気を配るよう
に心がけましょう。

一、�安心・安全な環境づくりと
　　地域との連携

　子供たちがより安心・安全な環境でス
ポーツ活動ができるためにも、家庭・学
校・スポーツの場面で連携し、情報交換、
情報の共有ができるよう心がけましょう。
また、地域社会を構成する一員として、で
きる限り運動会などの地域行事の参加に
も努めましょう。

　この指針を参考に、今まで以上に関係者相互の信頼関係や技術力が向上し、
子供たちが安心・安全に、のびのびと活動できることを願っています。

一、生活態度を養う
　スポーツはルールを守り、勝っても負け
ても、心と行動のフェアプレーが大切で
す。指導者・保護者をはじめとする地域の
大人は、日頃のスポーツ活動や日常生活で
の言葉づかいや行動について、子供に十分
に配慮するように心がけましょう。

※「子供」表記は議論を重ね、指針では「子供」と表記しています。
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人権のまど人権のまど

お知らせ

 財政課（西館２階）  【担当】永江・古賀　☎３７・６１１７

入札結果を公表します 小城市ホームページから
検索入札結果

（５月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額 
(うち消費税相当額)

予定価格 
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

平成26年度（繰越）
道路新設改良事業
北小路・松尾線 道路改良工事

水田建設㈱、㈱ナカムラ、㈱嶋本建設、
服巻建設㈱、㈱中部ガス、㈱エィ・ティ・ジー、
㈱豊城建設、㈱江里口造園 小城支店

㈱豊城建設
17,269,200
(1,279,200)

18,187,200
(1,347,200) 94.95

建設課�
☎37・612０

平成27年度
市営住宅建替事業
（仮称）牛津団地1号棟建築工事

モロドミ建設・中島工務店共同企業体、
中野・エグチ・ビルド建設共同企業体、

服巻・岡本建設共同企業体

服巻・
岡本建設
共同企業体

466,560,000
(34,560,000)

482,024,520
(35,705,520) 96.79

平成27年度
桜岡小学校プール改築事業
プール改築工事他設計業務委託

㈱三原建築設計事務所、
㈱石橋建築事務所、㈲堤正則建築設計事務所、

佐賀県建築士事務所協同組合、
㈱堤建築設計事務所、㈲白濱建築設計事務所、

㈲イ・オ設計室、㈱原田設計

㈱三原建築
設計事務所

8,374,752
(620,352)

10,468,440
(775,440) 80.00 教育総務課

☎37・61３０

※入札結果は、市ホームページでも公表しています。
　入札結果のとりまとめは財政課で行っていますが、入札結果の詳細は、各入札執行課へ直接お問い合わせください。

　最近、「依存症」という言葉をよく耳にします。
依存症とは、ある物事に異常なほど執着し、それ
なしでは我慢できないという状態になってしまう
病気です。かつてはアルコール依存症、薬物依存
症くらいしか問題視されていませんでしたが、近
年、携帯電話（特にスマートフォン）の普及によっ
て「スマートフォン依存症」になる人が急増して
いるそうです。
　スマートフォンやパソコンは私たちの生活を大
変便利なものにしてくれましたが、その反面、「ス
マホ依存・ネット依存」に陥ってしまう若者が�
年々増加しています。
　症状としては物事に集中できなくなるだけでな
く、コミュニケーションなどにも影響を与え、普
通の生活を営むことが困難になってしまうなど、
大きな社会問題となってきています。
　総務省の調査では、高校生の約６割以上がス

マートフォン依存症でした。また、スマートフォ
ンが「子守り」をすることで約２割の２歳児がほ
ぼ毎日スマートフォンに触れているという結果が
出ています。
　人間は誰でも多かれ少なかれ何かに依存して生
きています。それを自分でちゃんとコントロール
できていれば何の問題もないですが、依存し過ぎ
て自分自身をコントロールできなくなってしまう
と依存症です。まずは、生活習慣を見直し、意識
を変えていくことが最も重要かもしれません。
　また、家庭の中で話し合い「家族団らんの時間
を確保する」「食事の時にはスマートフォンは触
らない」など、家族で守れるルールを作ることも
有効かもしれません。これから
どんどん便利な世の中になって
いきますが大切なものを忘れな
いようにしていきたいです。

『知っておきたい「依存症」』
社会教育指導員　青木　律子

 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】熊手・千々和　☎37・61３６
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